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・コンテナ、車扱収入は対前年８４．５％、対計画では８３．４％となり、災

害による減収は約１０２億円。鉄道輸送から撤退する企業もあり厳しい状況。

今後は収入確保に努めていく。 

・関連事業について上半期は目標を達成した。現在進行している開発を着実に

進めていく。 

・大きな災害が続いたが、職場では災害対応にも要員不足の中奮闘してきた。申

し入れでも述べたが災害による減収を手当抑制で乗り切ることは認めない。 

・災害は起きてしまうものだが、災害発生時の支援などを経営陣は国や省に対し

てもっと働きかけるべきである。 


